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作業員転落、死亡
帯広の工事現場

○積み下ろし作業中の、荷台からの墜落・転落に注意しましょう

○鋼材、資材の積み下ろし作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう

○ハウス、トイレの積み下ろし作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう

○敷き鉄板の積み下ろし作業時、ユニック作業に注意しましょう

２０１８／０７／１３ ２２：１５

１３日午前１１時半ごろ、帯広市昭和町基線の家畜人工授精会社で、倉庫の新築工事をしていた会社員の男性

（４３）が高さ６メートルの足場から転落し、頭などを強く打ち、約５時間半後に死亡した。帯広署によると、

男性は倉庫の鉄骨のボルトを締める作業をしていた。同署は原因を調べている。

層雲峡 乗っていた土のうが

崩れて転落
重さ１トンの土のうの下敷き、死亡

石狩川で護岸工事中
２０１８／７／１３（金） １５：４３

１３日午前９時半ごろ、上川町層雲峡の石狩川の河川敷で、護岸工事中に５０代の作業員の男性が土のうの下敷き

になったと消防に通報がありました。土のうの重さは１トンで、男性はドクターヘリで旭川市内の病院に運ばれ

ました。運ばれる際、男性の意識はあったということです。警察によりますと、男性は機械の配線がからまない

よう作業していたところ、乗っていた土のうが崩れて転落し、ほかの土のうの下敷きになりました。

母親の車にひかれ、３歳女児死亡
◇車を発進させるときは、『前後左右』の安全確認◇

２０１８／０７／１４ ０７：０９

１３日午後７時前、滋賀県で３歳の女の子が母親（３１）の運転する車にひかれたということで、女の子は頭

を強く打つなどして病院で死亡が確認されました。母親は現場近くの学習塾に３人の子どもを車で迎えにきてい

たということで、３人のうち２人が乗ったところ誤って車を発進させたとみられます。警察は、今後母親に話を

聞くなどして事故の詳しい原因を調べる方針です。


